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ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管材料仕様書 

 

第一章 規格(JWWA 及び JDPA)品 

１ 総則 

１-１ 適用範囲 

本章においては、規格（JWWA,JDPA）品であるＧＸ形ダクタイル鋳鉄管、ＧＸソフトシ

ール仕切弁（両受けタイプ）、異形管、切管ユニット及び接続部品等について規定する。 

なお、本特記仕様書は、水道工事共通仕様書、施工技術書及び上下水道局配水管工事

材料仕様書に優先する。また、本特記仕様書に記載がない部分については、日本ダクタ

イル鉄管協会発行の「ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管接合要領書」等の各種技術書によるもの

とし、監督員と協議のうえ施工計画書に明記すること。 

 

２ ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管 

ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管とは、ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管と同様の構造（免震的な考え方に

基づいた耐震性能を有する継手構造）のダクタイル鋳鉄管であり、施工性の向上及び長寿命

化が期待できる耐震管である。この継手は、大きな伸縮量と離脱防止機構を有しており、地

震時の大きな地盤変状に対して、地中に埋設された鎖のように継手が伸縮、屈曲しながら追

従する。限界まで伸び出した後は、挿し口突部とロックリングが引っ掛かることにより、離

脱防止機構が働き、管路の機能を維持することができる構造である。 

種類等は、表２-１に示す。 

表２-１ ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管材料の種類 

接合形式 ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管 

呼び径 

規格 

φ75㎜～φ300 ㎜     ※φ250 ㎜は原則使用しない。 

JWWA G 120,121（呼び径φ75 ㎜～φ250 ㎜）、JDPA G 1049（φ300 ㎜） 

直管 
種類 1 種管、Ｓ種管※原則として 1種管を使用する。 

有効長 φ75㎜・φ100 ㎜：４ｍ  φ150 ㎜～φ250 ㎜：５ｍ  φ300 ㎜：６ｍ 

異形管 

二受Ｔ字管、片落管、曲管（90°・45°・22 1/2°・11 1/4°・5 5/8°）、フランジ付

きＴ字管、浅層埋設形フランジ付きＴ字管、うず巻式フランジ付きＴ字管、排水

Ｔ字管（φ300 ㎜）、継ぎ輪、両受短管、帽 

ＧＸソフトシー

ル仕切弁（両受） 

φ75㎜～φ300 ㎜ 

３種（10ｋ）、４種（16ｋ）原則として３種を使用する。 

切管ユニット 
G-Link（異形管用、既設管連絡部に使用）、P-Link(直管用)φ75㎜～φ300 ㎜ 

※原則として P-Link は使用しない。 

接続部品 
押輪、ロックリング、ライナ、切管用挿し口リング、Ｔ頭ボルト・ナット、六角

ボルト・ナット、ゴム輪、ロックリングホルダ、ライナボード 

 

２-１ ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管材料規格 

    材料の規格、仕様等は表２-２、直管の管厚及び有効長については表２-３、また異形

管の管厚は表２-４とし、設計図書等にないものは監督員と協議すること。 



 

           表２-２ Ｇ

名   称 

ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管 

（直管） 

ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管 

（異形管） 

ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管 

（ＧＸソフトシール仕切弁、両受タイ

ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管 

（接合部品） 

ポリエチレンスリーブ 

※ 規格（JWWA、JDPA）品の材質、寸法及

タイル鉄管協会）等を参照すること。

※ JWWA 規格品の外面塗装については、

装、又は外面耐食塗装とすること。 

 

表２-

呼び径 75 ㎜ 

１種管 

Ｓ種管 6.0mm

有効長 4ｍ

 

呼び径

 

２-２ 使用口径 

    横須賀市におけるＧＸ形ダ

100 ㎜、φ150 ㎜、φ200 ㎜及

 

２-３ 継手記号及び呼称 

   配管図に使用する記号及

 

表

直管、異形管 
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Ｘ形ダクタイル鋳鉄管の規格及び仕様 

呼び径（㎜） 規   格   等 内

75～250 １種管（JWWA G 120） 

エ

樹

塗

300 １種管（JDPA G 1049） 

75～250 JWWA G 121 

300 JDPA G 1049 

イプ）

75～250 JWWA B 120 

300 JDPA G 1049 

75～250 JWWA G 121 

300 JDPA G 1049 

75～300 
JWWA K 158「粉体塗装管」

れたものを使用すること。

及び試験方法等の詳細については、各規格書及び便覧（

耐食亜鉛系塗装とし、JDPA 規格品の外面塗装については

-３ 直管の管厚及び有効長 

100 ㎜ 150 ㎜ 200 ㎜ 300 ㎜ 

7.5mm 

m 6.5mm 7.0mm 

5ｍ 6ｍ 

表２-４ 異形管の管厚 

径（mm） 管厚（mm） 

75 
8.0 

100 

150 8.5 

200 9.5 

300 10.5 

ダクタイル鋳鉄管の使用口径は、原則として、

及びφ300 ㎜とする。 

び呼称は表２-５のとおりとする。 

表２-５ 継手記号および呼称 

G-Link P-Link ラ

  

内面塗装

エポキシ

樹脂粉体

塗装 

と表示さ

 

（日本ダク 

は、耐食亜鉛系塗

φ75 ㎜、φ

ライナ使用 
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３ ＧＸ形ソフトシール仕切弁 

従来、仕切弁にはフランジ継手が多く使用されてきたが、過去の大地震等ではフランジ継

手のＲＦ形に多くの被害が発生している。このため、地中に直接埋設する場合は、フランジ

継手より耐震性能に優れる離脱防止形継手を有した仕切弁を使用し、仕切弁部においても、

耐震管と同等の耐震性能を確保する。 

３-１ 構造 

ＧＸ形ソフトシール仕切弁（両受タイプ）の構造図を図３-１ に、有効長を表３-１

に示す。受口形状は、異形管受口と同じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３-１ 有効長（L） 

呼び径 有効長（Ｌ・mm） 

７５ １８０ 

１００ １８０ 

１５０ ２２０ 

２００ ２６０ 

２５０ ３００ 

３００ ４００ 

 

３-２ 継手性能 

    継手性能はＧＸ形異形管の継手（継ぎ輪を除く）と同一とする。 

 

３-３ 材料に関する規格等 

ＧＸソフトシール仕切弁材料の規格、仕様等を表３-２に示す。なお、本仕様書及び

設計図書等で規定のないものは、監督員と協議し採用する材料を決定する。 

 

 

 

 

図３-１ ＧＸ形ソフトシール仕切弁の構造（両受タイプ） 
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表３-２ ＧＸ形ソフトシール仕切弁規格 

名称 呼び径（mm） 規 格 内面塗装 

ＧＸ形ソフトシール 

仕切弁（両受け） 

75～250 

立形内ねじ式 

右回り開 

JWWA B 120 
エポキシ樹脂

粉体塗装 

JWWA G 112 
300 

立形内ねじ式 

右回り開 

JDPA G 1049 

※規格（JWWA、JDPA）品の材質、寸法及び試験方法等の詳細については、各規格書及び便覧（日本ダク 

タイル鉄管協会）等を参照すること。 

※JWWA 規格品の外面塗装については、耐食亜鉛系塗装とし、JDPA 規格品の外面塗装については、耐食亜鉛 

系塗装、又は外面耐食塗装とすること。 

 

第二章 規格(JWWA 及び JDPA)外品 

１ 総則 

１-１ 適用範囲 

本章では、規格(JWWA 及び JDPA)外品であるＧＸ形短管１号及び短管２号について規

定する。 

本特記仕様書に記載がない部分のＧＸ形短管１号及び２号については、JDPA G 1049

の規定に準拠することとし、監督員と協議のうえ施工計画書に明記すること。 

 

２ ＧＸ形短管１号及び短管２号 

 ２-１ 適用範囲 

    ＧＸ形短管１号及び短管２号に適用する。 

なお、それぞれの部分的な規格は以下によるものとする。 

JDPA G 1049 （ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管） 

JWWA G 121 （ＧＸ形ダクタイル鋳鉄異形管） 

JWWA G 114 （水道用ダクタイル鋳鉄異形管） 

JWWA G 112 （水道用ダクタイル鋳鉄管内面エポキシ樹脂粉体塗装） 

 

 ２-２ 許容差 

  （１） 管厚の許容差 

     管の管厚の許容差は、表２-１による。 

              表２-１ 管厚の許容差 

区 分 種   類 許容差 

異形管 

呼び径 φ75㎜・100 ㎜ 
＋ 規定せず

－ 2.3 ㎜ 

呼び径φ150 ㎜～φ300 ㎜
＋ 規定せず

－ 2.5 ㎜ 
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 （２） 有効長の許容差 

     管の有効長の許容差は、表２-２による。 

              表２-２ 有効長の許容差 

区 分 種   類 許容差 

異形管 呼び径φ75㎜～φ300 ㎜
＋ 30 ㎜ 

－ 15 ㎜ 

 

  （３） 質量の許容差 

     管の質量の許容差は、表２-３による。 

              表２-３ 質量の許容差 

区 分 種   類 許容差 

異形管 呼び径φ75㎜～φ300 ㎜
＋ 規定せず

－ ８％ 

 

 ２-３ 外観 

  （１） 管の内外面は実用的に同心円であって、その両端は管軸に対して直角でなけれ

ばならない。 

  （２） 管の内外面は、使用上有害な鋳ばり、鋳巣などの欠陥があってはならない。た

だし、軽微な傷などは、発注者の承諾を得た場合、溶接又は樹脂充填材で補修を

行うことができる。 

 

 ２-４ 形状、寸法及び質量 

形状、寸法及び質量を、図２-１、図２-２、表２-４及び表２-５に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２-４ 短管１号寸法表 

呼び径 管厚 外径 各部寸法 質量（ｋｇ） 

Ｄ Ｔ Ｄ２ Ｌ１ 
形式２ 

7.5ｋ 10ｋ 

75 

100 

150 

8.0 

8.0 

8.5 

93 

118 

169 

80 

80 

90 

11.8 

14.6 

22.3 

10.3 

12.9 

21.6 

図２-１ 短管１号 図２-２ 短管２号 



 

200 

250 

300 

9.5 

10.5 

10.5 

 

呼び径 管厚 

Ｄ Ｔ 

75 

100 

150 

200 

250 

300 

8.0 

8.0 

8.5 

9.5 

10.5 

10.5 

 

 ２-５ ＧＸ形短管１号及び短管

    ＧＸ形短管１号及び短管

          表２-６ ＧＸ

名   称 呼径（㎜）

ＧＸ形ダクタイル鋳鉄

管（短管１号・短管２

号） 

75～250

300 

※ 規格（JWWA、JDPA）品の材質、寸法及

鉄管協会）等を参照すること。 

※ 外面塗装については、耐食亜鉛系塗装

 

２-６ 表示 

    管の表示は、見やすい場

らない。 

  （１）   の記号    

  （２） 種類の記号 

  （３） 製造年（西暦の下2け

  （４） 製造者名又はその略

  （５） 呼び径（ミリ） 

  （６） 受口の接合形式の記
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220 

271.6 

322.8 

90 

100 

100 

28.9 

38.2 

54.8 

27

37

52

表２-５ 短管２号寸法表 

外径 各部寸法 質量（ｋｇ）

Ｄ２ Ｌ１ 
形式２ 

7.5ｋ 10

93 

118 

169 

220 

271.6 

322.8 

390 

390 

400 

410 

460 

480 

9.66 

12.2 

18.4 

26.3 

39.6 

49.3 

8.

10

17

25

38

46

管２号の規格及び仕様 

管２号の規格及び仕様を、表２-６に示す。 

形短管１号及び短管２号の規格及び仕様 

規   格   等 内

受口、挿口は JWWA G 121 

フランジは JWWA G 114（7.5ｋ/10ｋ）

ＧＦ形 内面

樹脂

JWWA
受口、挿口は JDPA G 1049 

フランジは JWWA G 114（7.5ｋ/10ｋ）

ＧＦ形 

及び試験方法等の詳細については、各規格書及び便覧

装、又は外面耐食塗装とすること。 

場所に鋳出し、打刻などによる次の事項の明示が

    

けた） 

略号 

記号 

7.6 

7.5 

2.0 

0ｋ 

17 

0.4 

7.7 

5.0 

8.9 

6.5 

内面塗装 

面エポキシ

脂粉体塗装

A G 112 

（日本ダクタイル

がなければな
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参考資料 

GX形ダクタイル鉄管       （一般法人 日本ダクタイル鉄管協会 技術資料） 

GX形ダクタイル鉄管 管路の設計 （一般法人 日本ダクタイル鉄管協会 技術資料） 

GX形ダクタイル鉄管 接合要領書 （一般法人 日本ダクタイル鉄管協会 技術資料） 


